
■北海学園大と北海道大が連勝。道学生選手権第３節 

　第５１回北海道学生アメリカンフットボール選手権第３節は９月７日、札幌
市清田区の北海学園清田グラウンドラグビー場で１部の２試合を行い、北海学
園大が東京農業大に８３－０と大勝し、北海道大は帯広畜産大に１４－０で
勝った。北海学園大と北海道大は２勝目、東京農業大と帯広畜産大は２敗目。
第４節は９月１４日、帯広畜産大グラウンドで１部の室蘭工業大－東京農業大
（午前１０時開始）、釧路公立大－帯広畜産大（午後１時開始）を行う。 

北海学園大－東京農業大は、北海学園大が第１Ｑ４分にＲＢ加藤真之助（４
年）の１ヤードダイブで先制すると、同５分にＱＢ成田滉佑（４年）からＷＲ
福原柊太（１年）へ２０ヤード、同８分にはＷＲ神林駿太（２年）へ３０ヤー
ドのＴＤパスが決まり２１－０。第２Ｑも１分にＲＢ末広大貴（２年）の１３
ヤードラン、３分、６分、９分にはＱＢ成田からＷＲ神林へ７４ヤード、２０
ヤード、９ヤードの３連続ＴＤパスで４９－０とリードを広げた。 

北海学園大の勢いは後半も止ま
らず、第３Ｑ開始のプレーでＷＲ
八乙女凌太郎（４年）の９４ヤー
ドキックオフリターンＴＤが飛び
出すと、同８分には２番手ＱＢの
松平悠杜（２年）の１ヤードラン
で６２－０。第４ＱもＱＢ松平か
らＷＲ山田靖櫂（１年）へ５８
ヤードと１５ヤードの２本のＴＤ
パス、ＷＲ福原へこの日２本目と
なる３１ヤードパスで８３－０と
大差を付けた。 

東京農業大は初先発のＱＢ冨村
昊平（２年）のパスで反撃を試み
たが、敵陣に攻め込めたのが１度
だけで完敗でした。 

北海学園大の高木幸樹ＨＣは
「総力戦だった。神林の４ＴＤはたまたま。今日は人数で勝てたが細かなミス
が多い。（３週間後の）北海道大戦に向けてプレーの精度を上げたい」と気を
引き締めた。４TDレシーブのＷＲ神林は「２年生になってフィールド全体が見



えるようになった。（捕球後に６０ヤード余りを好走した）２本目のＴＤは、
その成果かもしれない。１年生ＷＲ２人も２ＴＤなので、追い抜かれないよう
に頑張りたい」と決意していた。 

東京農業大の大類楽コーチは「先発ＱＢの冨村は状況判断ができていた。次
の室蘭工業大戦に向けてチームの状態を上げていきたい」と巻き返しを誓って
いた。 

北海道大は帯広畜産大に１４－０で辛勝した。試合は前半が０－０。北海道
大のＬＢ高山智史（２年）が２回のインターセプトを見せると、帯広畜産大の
ＱＢ／ＤＢ桂田陽向（４年）もインターセプトのお返しをするなど守備の応酬
となった。均衡が破れたのは第３Ｑ２分、帯広畜産大のパントの場面でスナッ
プミスのこぼれ球を北海道大ＬＢ室光毅（２年）がエンドゾーンで押さえて先
制ＴＤを奪った。同９分には北海道大のエースＲＢ下島圭太郎（３年）の１０
ヤードランで１４－０とリードを広げた。 

帯広畜産大は桂田と穐山偉月（２
年）の２人のＱＢのパスとＲＢ安
澤十野（３年）のランで反撃。１
４点を追う第４Ｑには敵陣５ヤー
ドまで攻め込んだがミスで詰め切
れず、無得点に終わった。 

北海道大の樋之本彬ＨＣは「攻撃
のリズムをつかめなかった。下島
のＴＤは、ＲＢ岡田陽亮（２年）
のランが流れを変えた。守備の踏
ん張りは前向きにとらえたい。北
海学園大戦は技術、戦術よりも一
番に気持ちを高めて試合に臨みた
い」と大一番をにらんだ。先制Ｔ
Ｄに加え、終了間際に帯広畜産大
の反撃を封じるインターセプトを
決めたＬＢ室は「ＴＤは、味方が
パンターをタックルしてこぼれた
ボールを押さえた。春の東北大戦
のＴＤと同じ。強運の持ち主かも
しれません。北海学園大戦は本職



のＬＢで頑張りたい」と力を込めた。 

帯広畜産大の鏡順之助監督「前半は絶対に勝てると思ったが、スナップミス
で流れが変わった。ただ、少ない人数だが、体力強化の成果は出ている。ＲＢ
安澤は大黒柱の活躍をしている。あと３試合、どういう内容で圧倒できるか
だ」と勝負どころを見据えた。 

（学連広報委員　塚田博）


